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予防治山事業とは
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１ 一級河川上流
２ 二級河川上流
３ その他の河川又は地区で、次の①から④までのいずれかに該当するもの

①市街地又は集落（人家10戸以上）の保護
②主要公共施設（集会所、学校、官公署、病院、鉄道、道路など）の保護
③農地（10ha以上）、ため池（貯水量3万m3以上）、用排水施設（100ha以上）、
漁場（受益戸数20以上）

④災害が発生し、又は発生するおそれがある場合の一連の避難経路等の確保



事業概要

• 事業名 予防治山事業

• 事業面積 ０．４４ha

• 保全対象 人家１１戸、集会所１戸、

市道３６０ｍ、田畑０．９ha

• 総事業費 １９２,４５９,０００円

• 事業期間 平成２５年度～平成３０年度〔６年間〕

• 事業内容 ・土留工（カゴ:3段、Co:H=2.5～3.5m） L＝ 83.9 ｍ
・法枠工（F200） A＝ 2,906.6 ｍ²
・伏工(植生マット･人工芝)  A＝ 769.9 ｍ²
・水路工(RCU300A） L＝ 13.5 ｍ
・吹付工(モルタル･植生基材） A＝ 597.4 ｍ²
・植栽工(コナラ・ヤブツバキ・ヤマハギ)  N＝ 174    本
・その他法切工、柵工、仮設工

• 保安林種 土砂崩壊防備

• 費用便益比 1.60 総便益 （B） 399,582,000円

                                                            総費用〔現在価値額〕（Ｃ） 249,439,000円
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位置図

千葉県全図
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市原市

施工地
水沢地区

小湊鐵道
上総鶴舞駅



工種配置図（全体）

5



工種配置図（H２５年度事業）
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①



縦断図・標準図 （平成25年度事業施工地）

測線Ａ
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現地写真①（平成25年度事業 施工地）

令和6年10月撮影

平成26年7月撮影平成25年12月撮影

現在の状況

施工前 施工後



工種配置図（H２８年度事業）
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②



縦断図・標準図 （平成28年度事業施工地）

測線Ｂ
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現地写真②（平成28年度事業 施工地）

令和6年10月撮影

平成29年5月撮影平成28年10月撮影

施工前

現在の状況

施工後



工種配置図（H２９年度事業）

12

③



縦断図・標準図 （平成29年度事業施工地）

測線Ｃ

13H25年度事業 かご土留工



現地写真③（平成29年度事業 施工地）

令和6年10月撮影

平成30年5月撮影平成29年10月撮影

施工前

現在の状況

施工後



事業概要（令和５年度 林地荒廃防止施設等災害復旧工事）

• 工事名：林地荒廃防止施設等災害復旧工事（水沢）その２

• 被災状況：令和5年9月8日、台風第13号に伴う大雨により、平成29年度施工区域の

                     埋戻法面が崩壊、土砂及び木柵が流出し下流の人家及び市道に堆積した。

• 復旧工法：崩落土砂を利用しカゴ土留工を設置して斜面安定を図るとともに、

                     降雨等の浸透水の排水が必要であることから、水路工及び暗渠工を施工。

                     復旧法面には浸食防止目的で伏工及び植栽工を施工。

• 工事内容：土留工 28.0m、水路工 28.2m、暗渠工 6.7m、柵工 23.0ｍ、

伏工115.0m2、植栽工 36本、仮設工 1式

• 工期：令和６年７月２３日～令和６年１０月３０日
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崩落上部から撮影 崩落正面から撮影



工種配置図・縦断図・構造図
（令和５年度 林地荒廃防止施設等災害復旧工事）
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【工種配置図】 【縦断図】

【土留工構造図】



現地写真（令和５年度 林地荒廃防止施設等災害復旧工事）

令和6年10月撮影

施工前

現在の状況

施工後

被災時の状況
令和5年9月撮影



治山事業に関するアンケート①

設問① 治山事業を知ってますか？ 設問② 予防治山事業を知っていますか？

◆対象者：保全対象の住民 6名／11名

◆方 法：アンケートの聞き取り
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知っている

83%

知らない

17%

知っている 知らない

聞いたことがある
0%

知っている

33%

聞いたことがある

17%

知らない

50%

知っている 聞いたことがある 知らない



治山事業に関するアンケート②

設問③ 治山事業は効果があったと思いますか？

【具体的な効果】
・がけ崩れの可能性が減った
・固い構造物で法面が保護されている
・事業を行ってくれて安心

設問④ 治山事業を実施したことにより、景
観・自然環境へ影響があると思いましたか？
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効果あり

83%

効果なし

17%

効果あり 効果なし

影響なし

67%

影響あり

33%

影響なし 影響あり

【具体的な影響】
・水の流れが変わり、敷地内に水が流
入しやすくなった。



治山事業に関するアンケート③

設問⑤ 治山事業は必要ですか？ 設問⑥ 山地災害について備えていることは
ありますか？
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必要である

100%

必要である

ある

83%

ない

17%

ある ない

【具体的な備え】
・非常食、燃料などの備蓄
・避難先の確保
・敷地内を定期的に観察し、
    変化がないか確認

どちらでもない・必要ではない
0%
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事後評価結果 番 号

事 業 名 予防治山事業 地 区 名 水沢

着工年度 平成２５年度 関係市町村名 市 原 市

事業完了年度 平成３０年度 事業主体 千 葉 県

〔事業内容〕(記載内容：受益面積、事業費、工期、事業量 等)

１ 事業面積：0.44ha

２ 事業費：192,459,000円

３ 工 期：平成25年度～平成30年度

４ 事業量：土留工 L＝83.9ｍ、法枠工 A＝2,906.6 ｍ²、伏工 A＝769.9 ｍ²、

水路工 L＝13.5ｍ、吹付工 A＝597.4ｍ²、植栽工N＝174本、その他 法切工・柵工・仮設工

内部評価結果 本事業の実施により、山腹斜面の崩壊や、土砂崩落等の被害が予防され、地域住民の重要
な生活基盤である人家、道路、農地等が中長期にわたり保全・維持されるなど、当地区の山
地災害防止機能が大幅に増加した。その機能を継続的に維持していくためには、施設の長寿
命化のための個別施設計画に基づき、５年間から１０年間を１サイクルとしての点検・診断
を行い、その結果を踏まえて、地域住民の協力のもと施設の維持補修等をしていく必要があ
る。

以上のとおり、本地区は【ＡＡ】事業計画どおりの効果が得られている。
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